2016年度の図書館展示とイベント by 東京音楽大学付属図書館












































2-2. ファクシミリ版シリーズ 1「J.S. バッハの自筆譜」
2016 年 5 月12 日 ㈭ ～ 2016 年
（ケ スー展示）2
普段目にすることが少ない作曲家自筆の楽譜のファクシミリ版を展示するシリ ズー。
初回はJ.S. バッハ（Johann Sebastian Bach 1685-1720）を取り上げました。今年度のライ








3 ライブラリー・セミナーについて本誌 65 ページから 67 ページ、及び 81 ページを参照してください。
2-3. 髙柳二葉コレクション公開記念展示
2016 年 7 月 4 日 ㈪ ～ 2016 年 9 月 23 日 ㈮
（ケ スー展示）
2016 年 4 月から公開・運用が始まった「髙柳二葉 4 コレクション」5 の資料の中から、髙柳
先生が作曲家本人からいただいた自筆資料や、先生が出演されたプログラムを中心に展示。







4 髙柳二葉（たかやなぎふたば）は 1915（大正 4 年）東京生まれ、2013（平成 25 年）死去。東洋音
楽学校（現東京音楽大学）声楽科を卒業と同時に講師として採用され 1996 年（平成 8 年）に退職する
まで長きにわたり後進の指導に当たる。藤原歌劇団（現公益財団法人日本オペラ振興会）でも活躍。
5 コレクションについては、鳥海高広「髙柳二葉コレクションについて」『ライブラリーレポ トー』第３号（東
京音楽大学付属図書館 , 2016 年）収載を参照してください。『ライブラリーレポ トー』第３号は東京音
楽大学リポジトリで公開しています（https://tokyo-ondai.repo.nii.ac.jp/）。またコレクションのサイトも
参照のこと（http://tokyo-ondai-lib.jp/collection/takayanagi/）。
6 関屋敏子（せきやとしこ）は 1904 年（明治 37 年）東京生まれのソプラノ歌手で作曲家。1941 年（昭
和 16 年）自ら命を絶つ。国際的なソプラノ歌手として活躍し、オペラ『お夏狂乱』や歌曲の作曲も手
がけた。
7 古関裕而（こせきゆうじ）は 1909 年（明治 42 年）福島市生まれの作曲家。本名は古關勇治。1989
年（平成元年）死去。代表曲に『長崎の鐘』や『オリンピックマーチ』などがある。

















2-5. ファクシミリ版シリーズ 2「ベ トーーヴェンの自筆譜」
2016 年 9 月 28 日 ㈬ ～ 2016 年 12 月 21日 ㈬
（ケ スー展示）






2-6. シェイクスピア没後 400 年記念展示貸出
2016 年 10 月 7 日 ㈮ ～ 2017 年 12 月 21日 ㈬
（貸出展示）























2017 年 1 月16 日 ㈪～ 2017 年 5 月上旬予定
（ケ スー展示）
2016 年 10 月から運用開始した「相良匡俊 9 氏寄贈シャンソン関連資料」10 の展示。
パンフレット11 に掲載したシャンソンの楽譜を中心に展示をしました。19 世紀から 20 世紀
にかけてのシャンソンの楽譜がまとまった形で所蔵されている機関が国内では少ないので、今
後これらのコレクションが利用されることを願って展示しました。
9 相良匡俊 (さがらまさとし )  は、1941年 ( 昭和 16 年 ) 生まれ。2013 年 ( 平成 25 年 ) 死去。歴史学者。
西洋史、特にフランス近・現代史を専門としていた。
10 コレクションについては、本誌 31 ページから 42 ページを参照してください。
11 『相良匡俊氏寄贈シャンソン関連資料 = Fonds Masatoshi Sagara, la chanson française』 ( 東京音









第１回目が 2016 年 5 月 28 日 ㈯、第２回目が 2016 年 9 月17 日 ㈯、第３回目が 2017 年 1













12 本誌 81 ページから 85 ページの「ライブラリー・セミナー報告」も参照してください。
13 日程や詳細については「バッハの神学文庫」のサイトを参照してください（http://tokyo-ondai-lib.jp/
collection/bacharchive/）。
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4. 終わりに
図書館の広報活動として始めた展示やイベントに関しては、今後も継続していく予定です。
展示に関しては、シリ ズー化するものも含め、展示資料の選択や見せ方の工夫に改善の余
地があると考えます。特に図書館の特殊コレクションに関しては、積極的に展示をすることが
広報にもつながります。
イベントに関しても、図書館資料やコレクション資料を活かしながら、より開かれた講座や
コンサ トーを開催していきたいと考えています。
